
平成™›年™月˜›日 火曜日 第œ�šŸ号官 報
給
与
所
得
者
等
再
生
に
よ
る
再
生

計
画
案
に
つ
い
て
の
意
見
聴
取

平
成
２
３
年
（
再
ロ
）
第
１
３
号

福
岡
県
筑
紫
野
市
大
字
吉
木
1
4
9
2番
地
1
7
葉
光
ケ

丘
１
`
７

再
生
債
務
者
今
任
弘
司

１
意
見
聴
取
に
付
す
る
再
生
計
画
案
平
成
2
4年
１
月

1
7日
付
け
再
生
計
画
案

２
書
面
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
民
事

再
生
法
2
4
1条
２
項
各
号
に
定
め
る
事
由

３
２
の
書
面
の
提
出
期
間
平
成
2
4年
２
月
2
2日
ま
で

平
成
2
4年
２
月
１
日
福
岡
地
方
裁
判
所
第
４
民
事
部

平
成
２
３
年
（
再
ロ
）
第
３
号

福
岡
県
田
川
郡
福
智
町
神
崎
7
0
4番
地
３

再
生
債
務
者
大
場
茂
浩

１
意
見
聴
取
に
付
す
る
再
生
計
画
案
平
成
2
4年
１
月

2
4日
付
け
再
生
計
画
案

２
書
面
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
民
事

再
生
法
2
4
1条
２
項
各
号
に
定
め
る
事
由

３
２
の
書
面
の
提
出
期
間
平
成
2
4年
３
月
５
日
ま
で

平
成
2
4年
２
月
６
日
福
岡
地
方
裁
判
所
田
川
支
部

給
与
所
得
者
等
再
生
に
よ
る
再
生

計
画
認
可

平
成
２
３
年
（
再
ロ
）
第
１
号

宮
城
県
柴
田
郡
柴
田
町
東
船
迫
２
丁
目
1
4番
地
3
1

再
生
債
務
者
平
間
春
雄

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年
２
月
１
日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
4年
２
月
３
日
仙
台
地
方
裁
判
所
大
河
原
支
部

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
両

社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
平
成
二
十
四
年
二
月
七
日

に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

北
海
道
岩
見
沢
市
東
町
二
三
四
番
地

（
甲
）
積
水
化
学
北
海
道
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
竹

春
彦

札
幌
市
東
区
北
三
七
条
東
二
九
丁
目
六
番
一
五
号

（
乙
）
北
海
道
セ
キ
ス
イ
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
竹

春
彦

平
成
２
３
年
（
再
ロ
）
第
７
号

佐
賀
県
佐
賀
市
本
庄
町
大
字
本
庄
1
0
6番
地
１

再
生
債
務
者
山
田
裕
一

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年
１
月
1
0日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
4年
２
月
１
日佐
賀
地
方
裁
判
所
民
事
部
破
産
係

平
成
２
３
年
（
再
ロ
）
第
１
０
０
３
２
号

東
京
都
調
布
市
調
布
ケ
丘
３
`
７
`
２
`
3
0
1

再
生
債
務
者
神
林
一
弥

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年
１
月
1
7日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
4年
２
月
２
日
東
京
地
方
裁
判
所
民
事
第
2
0部

平
成
２
３
年
（
再
ロ
）
第
９
号

千
葉
県
習
志
野
市
本
大
久
保
４
丁
目
４
番
7
5号

再
生
債
務
者
守
山
広
美

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年
１
月
2
3日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
4年
２
月
２
日

千
葉
地
方
裁
判
所
民
事
第
４
部
破
産
再
生
係

平
成
２
３
年
（
再
ロ
）
第
７
号

兵
庫
県
明
石
市
魚
住
町
西
岡
5
6
0番
地
の
６

再
生
債
務
者
間
部
一
夫

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年
１
月
2
7日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
4年
２
月
３
日
神
戸
地
方
裁
判
所
明
石
支
部
再
生
係

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
両

社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
平
成
二
十
四
年
二
月
十
三

日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
三
年
七
月
四
日

掲
載
頁

七
十
一
頁
（
号
外
第
一
四
七
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
三
年
七
月
四
日

掲
載
頁

七
十
四
頁
（
号
外
第
一
四
七
号
）

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

茨
城
県
結
城
郡
八
千
代
町
大
字
平
塚
字
菱
毛
道
西

四
四
四
八
番

（
甲
）
エ
フ
ピ
コ
関
東
ピ
ッ
キ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

菅

善
幸

岐
阜
県
安
八
郡
輪
之
内
町
下
大
榑
一
五
七
番
地
の

一

（
乙
）
エ
フ
ピ
コ
中
部
物
流
株
式
会
社

代
表
取
締
役

高
橋

利
典

合
併
公
告

平
成
二
十
四
年
二
月
八
日
に
左
記
法
人
は
、
両
法
人
が

合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し

乙
は
解
散
す
る
こ
と
を
総
社
員
の
同
意
に
よ
り
決
議
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
七
番
四

号

（
甲
）
行
政
書
士
法
人
青
藍
会
近
藤
事
務
所

代
表
社
員

近
藤

定
雄

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
一
二
番

二
四
号
小
峰
ビ
ル
五
階

（
乙
）
行
政
書
士
法
人
関
口
総
合
事
務
所

代
表
社
員

加
藤

俊
孝

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
両

社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
（
甲
は
会
社
法
第
三
一
九
条

第
一
項
に
基
づ
く
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
株

主
全
員
の
同
意
）
は
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
四
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
た
だ
し
、
甲
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
十
七
日
を

以
っ
て
、
東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
一
丁
目
一
四
番
地

よ
り
左
記
住
所
地
に
本
店
移
転
を
し
て
い
ま
す
。

（
甲
）
及
び
（
乙
）

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

六
十
二
頁
（
号
外
第
一
四
一
号
）

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

東
京
都
墨
田
区
石
原
一
丁
目
一
九
番
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
日
本
歯
科
商
社

代
表
取
締
役
社
長

柳
井

義
勝

大
阪
市
浪
速
区
日
本
橋
四
丁
目
三
番
九
号

（
乙
）
株
式
会
社
日
本
齒
科
商
社

代
表
取
締
役
社
長

広
田

武
彦

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
甲

は
会
社
法
第
七
九
六
条
第
三
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第

一
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
合
併
を

決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
は
、
甲
が
、
効
力
発
生
日
の
前
日
ま
で
に
、

一
般
社
団
法
人
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
・
Ａ
Ｌ
Ｌ
（
住
所
東
京
都
中
央

区
日
本
橋
一
丁
目
四
番
一
号
日
本
橋
一
丁
目
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
）
が
所
有
す
る
乙
の
全
株
式
を
譲
り
受
け
る
こ
と
を
効

力
発
生
の
条
件
と
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲

の
新
株
式
の
発
行
及
び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

東
京
都
品
川
区
東
品
川
二
丁
目
三
番
一
二
号

（
甲
）
株
式
会
社
テ
イ
ク
ア
ン
ド
ギ
ヴ
・
ニ
ー
ズ

代
表
取
締
役
社
長

知
識

賢
治

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
一
丁
目
四
番
一
号
日
本
橋

一
丁
目
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

（
乙
）
有
限
会
社
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
・
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｄ

取
締
役

須
貝

信
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